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学位論文審査結果報告書 
平成２６年７月１５日  
大学院医学研究科長様  
 
下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。  
 
【審査結果要旨】  
氏   名   鈴木 聡  
学位論文題名   携帯電話電磁波のマウス配偶子に対する影響の検討  
 
 上記論文についての審査会を平成２６年６月１６日に行った。はじめに論文内容の説明を受け、
質疑応答を行った。この中で、結果の解釈や提示の仕方、用語の使用法、論文としての形式な
どについて詳細な指摘がなされた。また、学外評価者からも詳細な改訂の示唆があった。それら
に合わせて、論文の形式や内容を大きく書き直すように助言を行った。その後、修正を経て最終
的な論文が再提出された。これを元に審査委員による再協議を行ったところ、論文は改善され、
学位論文として妥当な内容および形式をもったものと認められるにいたった。  
 論文の内容は、現在市販されている携帯電話のほとんどを占める第３世代携帯電話機からの電
磁波のマウス配偶子（精子と卵子）への影響を in vitro で調べたものである。マウスから採取した
精子と卵子を、国際ガイドラインが定めている電波防護の許容値の上限値の強さの電磁波に一
時間暴露した後、精子の運動率と運動能、卵子と精子の受精能、胚発生率、各配偶子由来の染
色体異常率を観察し統計的な検討を行っている。その結果、ほとんどの指標において電磁波に
よる有意な影響は認められなかったものの、精子と卵子双方が電磁波の暴露を受けた場合、双
方とも非暴露の場合に比べて、胚盤胞までの胚発生率が有意に低下することを見いだした。本
研究の結果は in vitro で短時間の電磁波暴露という特殊な条件であり、この結果がそのままヒト
の生体における配偶子に対する電磁波の影響に適用されるかについてはさらに詳しい検討が必
要である。しかし、電波防護の許容値の上限値程度という極端に強いわけではないレベルの電
磁波への暴露が、胚発生率に影響を与えることを見いだしたことは重要な所見であり、今後、ヒト
に対する電磁波の影響を調べる上で非常に重要な基礎データとなると考えられる。したがって本
論文は博士論文として充分な内容を持つものであるという見解で審査委員の意見は一致した。  
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